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平岡秀夫

「信頼の政治」を
  取り戻す！

誰もが幸せを求めることのできる
安心な社会の構築へ向けて!

裏金問題や旧統一教会問題の徹底究明を通じて、
不透明な政治や癒着の政治からの脱却

世襲政治から公平・公正な政治へ転換し、多様
な政治参加を実現

「原発ゼロの社会」の一日も早い実現、上関原発
建設計画の中止および上関使用済核燃料中間貯
蔵施設建設に反対

地方分権や地方分散型経済構造の推進、戸別所
得補償制度などによる第１次産業の振興を通じ
た「地域活性化」

軍拡路線から、外交努力を重視した「平和国家
日本」の再構築、岩国基地問題への住民視点に
立った対応

今
こ
そ

昭和29年 岩国市生まれ
昭和47年 岩国高等学校卒業
昭和51年 東京大学法学部卒業、大蔵省入省
平成12年 衆議院議員初当選（以降、5期務める。）
平成22年 内閣府副大臣に続き総務副大臣に就任
平成23年 法務大臣就任
平成25年 弁護士としての活動を再開

裏金問題に象徴される「金権政治」からの脱却を図ると共に、学び、就
労、子育てへの支援を含む地域活性化、労働分配率上昇への取組、公共
サービスの拡充などを通じ、誰もが安心して暮らせる社会を目指します。

平岡秀夫の
最新情報は
コチラから
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